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近年、強相関フェルミ粒子系の研究対象として光学格子系が注巨を集めている [1]0光学格子系

とは、レーザーの定在波で作った周期ポテンシャル中に中性原子系を閉じ込めた系の事である。こ

の系では、温度、粒子数、格子形状、粒子関相互作用の引力・斥力とその強さなどが制鶴可能で

あり、さらに、フォノンや不純物なども存在しないため、強相関フェルミ粒子系について高精度

で制御された系統的実験を行うことができる。ただし、この系では、フェルミ原子が飛散してし

まう事を防ぐために調和型の関じ込めポテンシャルをかけており、系の並進対称性が破れている

事が特徴である。最近では、相互作用の大きさを外部磁場によって制緯し、 3次元光学搭子系にお

いてモット相が実現した向。さらに、定在波を作っているレーザーの振揺を馬場的に変化させる

ことによって、系を劫起することができる。このテクニックを用いて、 3次元光学格子系において

二重出有状襲(ダブヨン)の生成と崩壊を観測した実験も行われている向。

一方、 1次元系における励起状態は可讃分f性生のお志か〉げで

られている。冷却原子系においても、 1対のポース・アインシュタイン凝縮を衝突させた擦に、緩

和せずに衝突を繰り返すという実験結果が得られている [4]0

以上のような現状を麓み、本研究では、 1次元光学格子系におけるダプロンの生成崩壊過程を時

間依存密度行列繰り込み群を用いてシミュレートし、 3次元光学格子系における実験結果 [3]e" 

閉じ込めポテンシャルがない場合のシミュレーション結果と比較した。その結果、 1次元光学搭子

系では 3次元光学格子系に比べてダブロンの崩壊が握端に抑制されるという事がわかり、さちに、

1次元系のダブロンの崩壊のポテンシャルの有無に対する比較に関して、関じ込めポテンシャル

が耳積分性を壊し、ダブロンの損壊を早める事がわかった。
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